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高
葉
集
巻
第
十
七
か
ら
第
十
九
の
歌
群

ー
家
持
の
越
中
国
守
時
代
に
お
け
る
歌
稿
と
編
纂
｜

山

崎

健

司

は
じ
め
に

（詮
l）

巻
第
十
七
に
お
け
る
家
持
の
越
中
赴
任
以
後
、
正
税
帳
使
と
し
て
上
京
す
る
ま
で
の
作
品
群
に
つ
い
て
、
芳
賀
紀
雄
「
蔦
葉
五
賦
の
形
成
」

は
(1、

天
平
十
八
年
「
八
月
七
日
夜
、
集
ニ
子
守
大
伴
宿
祢
家
持
舘
－
宴
歌
」
（
三
九
四
三
1
五
五
）
か
ら
十
一
月
の
「
相
歓
歌
二
首
」
（
三
九
六

0
1
一
）
ま
で

附
天
平
十
九
年
二
月
二
十
日
の
「
忽
沈
－
在
疾
一
、
殆
臨
二
泉
路
一
。
伯
作
二
歌
詞
－
、
以
申
一
悲
緒
一
一
首
井
短
歌
」
（
三
九
六
二
1
四
）
と
、
こ

れ
を
受
け
た
二
十
九
日
の
「
守
大
伴
宿
祢
家
持
贈
二
嫁
大
伴
宿
祢
池
主
一
悲
歌
ニ
首
」
か
ら
始
ま
り
、
一
一
一
月
五
日
の
「
七
言
一
首
」
「
短
歌

二
首
」
（
三
九
七
六
i
七
）
を
も
っ
て
終
わ
る
家
持
と
池
主
の
贈
答

ω
三
月
二
十
日
の
「
述
ニ
恋
緒
一
歌
一
首
井
短
歌
」
（
三
九
七
八
1
八
一
一
）
か
ら
、
家
持
の
四
月
三
十
日
の
「
入
レ
京
漸
近
、
非
情
難
レ
接
、

述
レ
懐
一
首
井
一
絶
」
に
和
し
た
、
池
主
の
五
月
二
日
の
「
忽
見
一
一
入
レ
京
述
レ
懐
之
作
一
、
生
別
悲
今
、
断
腸
万
廻
、
怨
緒
難
レ
禁
。
柳
奉
一
所
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心
一
一
首
普
遍
」
（
四
O
O
八
1
一
O
）
ま
で

の
三
つ
に
分
け
、
同
「
家
持
の
桃
李
の
艶
で
は
、
数
ヶ
月
の
在
京
期
間
を
経
て
、
越
中
帰
任
の
後
の
天
平
十
九
年
の
歌
が
九
月
二
十
六
日
作

の
「
思
ニ
放
逸
鷹
一
夢
見
感
悦
作
歌
一
首
井
短
歌
」
（
四
O
一一

1
五）

の
み
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
同
年
夏
か
ら
翌
年
春
ま
で
の
あ
い
だ
に
池

主
が
越
前
嫁
と
な
っ
て
転
出
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
、

ωに
お
け
る
集
中
的
な
贈
答
以
降
の
家
持
の
旺
盛
な
作
歌
活
動
に
関
し
、
い

か
に
池
主
に
負
う
て
い
た
か
に
言
及
す
る
。
こ
の
三
つ
は
、
三
つ
の
宴
席
歌
と
弟
書
持
を
哀
傷
す
る
歌
か
ら
な
る

ωと
、
家
持
と
池
主
の
み
で

贈
答
を
く
り
ひ
ろ
げ
る

ω、
正
税
帳
使
と
し
て
入
京
す
る
こ
と
が
契
機
と
み
ら
れ
る
「
述
－
訟
緒
一
歌
」
を
始
め
と
し
て
、
所
謂
「
寓
葉
五
賦
」

へ
と
展
開
す
る

ωと
い
う
内
容
で
ま
と
ま
り
を
も
っ
と
い
う
。

ωの
最
後
は
天
平
十
八
年
十
一
月
頃
で
、
そ
こ
か
ら
凶
の
最
初
の
作
の
日
付
、
天
平
十
九
年
二
月
二
十
日
ま
で
の
間
隔
は
二
、
三
ヶ
月
。
同

様
に

ωの
最
後
の
三
月
五
日
か
ら

ωの
最
初
の
三
月
二
十
日
ま
で
は
十
五
日
。
こ
の
よ
う
に
、
三
つ
に
分
け
た
あ
い
だ
の
空
白
の
期
間
に
は
疎

密
が
あ
る
。

ωを
構
成
す
る
四
つ
の
内
容
的
な
関
連
性
に
つ
い
て
、
「
八
月
七
日
夜
集
二
子
守
大
伴
宿
祢
家
持
舘
一
宴
歌
」
（
三
九
四
一
一

τ五
五
）

と
「
大
目
秦
忌
寸
八
千
嶋
之
舘
宴
歌
一
首
」
（
三
九
五
六
）
と
の
あ
い
だ
に
は
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
続
く
「
哀
二
傷
長
逝
之
弟
一
歌

一
首
弁
短
歌
」
（
三
九
五
七
1
九
）
と
「
相
歓
歌
二
首
」
（
三
九
六
0
1
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
は
希
薄
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
に

対
し
、

ωは
家
持
と
池
主
の
ふ
た
り
の
み
で
贈
答
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
点
で
際
だ
っ
て
お
り
、
所
謂
「
高
葉
五
賦
」
が
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
る

ω

に
お
い
て
は
、
「
五
賦
」
と
は
一
見
か
か
わ
り
の
な
い
題
詞
を
も
つ
も
の
に
お
い
て
も
、

春
花
の
う
つ
ろ
ふ
ま
で
に
相
見
ね
ば
月
日
よ
み
つ
つ
い
も
ま
つ
ら
む
ぞ
（
三
九
八
二
）
述
恋
緒
歌

震
公
烏
者
立
夏
之
日
来
鳴
必
定
。
又
越
中
風
土
希
レ
有
二
糧
橘
一
也
。
（
三
九
八
三
i
四
左
注
）

立
夏
四
月
既
経
累
日
而
由
未
レ
閉
塞
公
鳥
喧
因
作

恨
歌

の
よ
う
に
、
奈
良
に
い
る
妻
や
奈
良
と
越
中
と
の
風
土
の
違
い
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
特
に
家
持
の
「
二
上
山
賦
」
「
遊
＝
覧



布
勢
水
海
一
賦
」
「
立
山
賦
」
は
、
右
の
三
九
八
三
1
四
に
お
い
て
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
く
時
期
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
越
中
の

風
土
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
お
と
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
か
く
て
、
同
は
全
体
を
と
お
し
、
家
持
が
越
中
赴
任
後
は

じ
め
て
正
税
帳
使
と
し
て
入
京
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
旺
盛
な
歌
作
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
る
部
分
と
し
て
の
ま
と
ま
り

を
も
つ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

本
稿
が
あ
ら
た
め
て
問
題
に
し
た
い
の
は
、
右
の
よ
う
な
内
容
的
な
ま
と
ま
り
に
対
し
て
、
巻
第
十
七
の
編
者
が
歌
群
と
し
て
の
性
格
づ
け

を
し
て
い
た
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
巻
第
一
か
ら
十
六
に
か
け
て
は
、
短
歌
の
連
に
よ
っ
て
部
立
の
内
部
で
〈
歌
群
〉
を
構
成
す
る
例
を
随

所
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
巻
第
十
七
以
下
の
四
巻
に
お
い
て
は
部
立
が
な
く
、
長
短
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
日
付
の
順
に
輯
録
さ

れ
る
。
高
葉
集
の
末
尾
四
巻
に
お
け
る
歌
群
意
識
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
家
持
越
中
赴
任
後
の
三
九
四
三
以
下
を
通
説
の
よ
う
に
〈
歌
日
記
〉

と
し
て
、
日
付
を
基
本
に
、
注
記
に
示
さ
れ
る
内
容
を
と
お
し
て
、
歌
と
そ
の
背
景
を
読
む
と
い
う
理
解
の
し
か
た
で
よ
い
の
か
ど
う
か
を
、

巻
第
十
七
i
十
九
に
お
け
る
家
持
の
越
中
国
守
時
代
を
中
心
に
、
今
一
度
問
い
な
お
し
て
み
た
い
。

2 

書
簡
歌
に
見
る
歌
群
意
識

雑
歌
・
相
聞
・
挽
歌
と
い
っ
た
部
立
を
も
た
な
い
巻
第
十
七
以
下
の
四
巻
に
お
い
て
は
、
「
年
月
所
慮
縁
起
」
（
四
四
二
九
二
左
注
）

の
記
載

が
基
本
と
な
る
。
だ
が
、
そ
の
書
式
は
統
一
的
で
は
な
く
、
歌
稿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ま
ま
に
、
繋
ぎ
あ
わ
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
見
方
も
可

（註
3）

能
で
あ
る
。
現
に
、
武
田
祐
吉
「
「
元
暦
校
本
万
葉
集
』
巻
第
十
七
の
一
考
察
」
は
、
「
家
持
が
自
分
の
草
稿
の
次
に
、
池
主
か
ら
の
来
書
を
そ

の
ま
ま
に
継
ぎ
、
時
に
そ
の
あ
る
も
の
は
転
写
し
て
も
継
い
で
ゆ
き
、
そ
う
し
て
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
に
若
干
の
補
筆
も
加
え
て
い
っ
た
」
も

の
が
原
形
と
推
察
し
て
い
る
。
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具
体
的
に
、
家
持
と
池
主
の
書
簡
歌
を
多
く
含
む
、
さ
き
の

ωの
部
分
の
題
詞
・
左
注
に
注
目
し
て
み
る
と
、
単
な
る
繋
ぎ
あ
わ
せ
と
は
言

い
が
た
い
、
興
味
ぶ
か
い
事
実
が
浮
か
び
あ
が
る
。
歌
・
詩
・
書
簡
の
引
用
は
省
略
し
、
贈
答
に
関
し
て
は
題
詞
を
有
す
る
部
分
に
実
線
の
傍

線
、
題
詞
を
も
た
な
い
部
分
に
点
線
の
傍
線
を
そ
れ
ぞ
れ
附
し
て
み
よ
う
。

a 

忽
沈
ニ
在
疾
一
殆
臨
一
一
泉
路
一
。
句
作
二
歌
詞
一
以
申
二
悲
緒
一
一
首
井
短
歌

（
長
歌
一
首
＋
短
歌
二
首
・
三
九
六
二

1
四）

右
、
天
平
十
九
年
春
二
月
廿
日
、
越
中
国
守
之
舘
臥
レ
病
悲
傷
柳
作
ニ
此
歌
一
。

令 b

喜美
＋伴
歌宿
二祢
首家

持
三贈

杢謙
全大
子伴
ム宿
C 祢

池
主

悲
歌

首

二
月
廿
九
日
大
伴
宿
祢
家
持

C

（
書
簡
＋
歌
二
首
・
三
九
六
七
1
八）

泊
洗
二
日
抜
大
伴
宿
祢
池
主

d 

更
贈
歌
一
首
弁
短
歌

（
書
簡
＋
長
歌
一
首
＋
短
歌
三
首
・
三
九
六
九
1
七一一）

e 

三
月
三
日
大
伴
宿
祢
家
持

七
言
晩
春
三
日
遊
覧
一
首
井
序

（
漢
文
序
＋
七
言
詩
）

ι ． 
干j三
長j月
歌i四
一！日
首i大
+i f半

築震
二i池
首！主

九！
七i

五i



三
月
五
日
大
伴
宿
祢
池
主

g
（
書
簡
）

七
言
一
首

短
歌
二
首
（
三
九
七
六
1
七）

三
月
五
日
大
伴
宿
祢
家
持
臥
レ
病
作
之

他
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
の
左
注
で
は
、
「
右
1
」
の
型
を
も
っ
て
日
付
・
作
者
名
・
作
歌
事
情
な
ど
を
示
す
の
に
対
し
、

b
I
g
の
贈
答
の

一
群
で
は
「
右
」
を
省
い
て
日
付
や
作
者
名
が
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
家
持
と
池
主
の
贈
答
（
和
歌
、
報
贈
和
歌
と
い
う
注
記
を
も
つ
も
の
を

含
む
）
が
皆
同
様
の
書
式
を
と
る
わ
け
で
は
な
く
、

ωの
「
遊
二
覧
布
勢
水
海
一
賦
一
首
弁
短
歌
」
（
家
持
）
と
「
敬
和
下
遊
－
一
覧
布
勢
水
海
－
賦
上
一

首
井
一
絶
」
（
池
主
）
、
「
入
レ
京
漸
近
、
非
情
難
レ
接
、
述
レ
懐
一
首
井
一
絶
」
（
家
持
）
と
「
忽
見
一
二
人
レ
京
述
レ
懐
之
作
、
生
別
悲
今
、
断
腸
万
廻
、

怨
緒
難
レ
禁
。
柳
泰
一
一
所
心
一
一
首
堂
一
絶
」
（
池
主
）
に
お
い
て
は
、
ど
ち
ら
に
も
「
右
1
」
の
書
式
で
作
者
名
と
日
付
（
た
だ
し
日
付
は
小
字
）

が
示
さ
れ
て
い
る
。

い
っ
た
い
、
「
右
1
」
の
書
式
は
、
高
葉
集
の
歌
巻
に
広
く
見
ら
れ
る
左
注
の
型
だ
が
、

b
i
g
は

e
を
除
い
て
書
簡
を
伴
っ
て
い
る
。

書
簡
と
い
え
ば
、
巻
第
十
八
の
「
越
前
回
抜
大
伴
宿
祢
池
主
来
贈
歌
三
首
」
（
凹
O
七一二
1
五
）
は
、
書
簡
＋
短
歌
三
首
の
型
を
も
つ
が
、
室
田

簡
の
末
尾
す
な
わ
ち
短
歌
の
前
に
「
三
月
十
五
日
大
伴
宿
祢
池
主
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
返
報
し
た
「
越
中
国
守
大
伴
宿
祢
家
持
報
贈

歌
四
首
」
（
四
O
七
六
i
九
）
に
は
書
簡
が
な
く
、
四
首
の
歌
の
末
尾
に
「
三
月
十
六
日
」
と
の
み
記
す
。
け
だ
し
、
題
詞
と
書
簡
末
尾
に
大

伴
宿
祢
池
主
の
名
が
重
複
す
る
前
者
の
あ
り
ょ
う
は
、
「
来
贈
」
の
語
の
性
格
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
本
来
池
主
の
書
簡
に
「
越
前
回
橡
」
で

始
ま
る
題
が
附
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
書
簡
歌
を
受
け
と
っ
た
家
持
が
、
「
報
贈
歌
」
を
贈
る
際
、
そ
の
手
控
え
と
と
も
に
池
主
の
書
簡

の
冒
頭
余
白
に
書
き
加
え
た
か
、
あ
る
い
は
巻
第
十
八
に
相
当
す
る
歌
巻
の
形
成
時
に
編
者
（
家
持
）
が
書
き
加
え
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ

53 
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た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
お
な
じ
巻
第
十
八
に
は
「
越
前
田
抜
大
伴
宿
祢
池
主
来
贈
戯
歌
四
首
」
（
四
一
一
一
八
1
一
一
一
一
）
な
ら
び
に
「
更
来

贈
歌
二
首
」
（
四
一
一
一
一
一
一

1
一
二
）
も
あ
る
が
、
こ
の
ふ
た
つ
も
同
前
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
四
二
二
一
の
後
に
「
右
歌
之
返
報
歌
者

脱
漏
不
レ
得
ニ
探
求
一
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
額
面
ど
お
り
に
資
料
の
管
理
が
杜
撰
で
あ
っ
た
と
見
る
な
ら
、
家
持
が
返
報
に
際
し
て
書
簡
の
余

白
に
書
き
加
え
た
と
す
る
よ
り
、
歌
巻
の
形
成
時
に
題
詞
が
附
さ
れ
た
と
解
す
べ
き
か
と
思
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
付
は
書
簡
の
一
部
に
元
来

あ
っ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
日
付
に
は
無
論
、
歌
巻
の
編
纂
時
に
附
さ
れ
る
「
右
」
の
語
が
書
き
加
え
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
え
な
い
。

b
I
g
の
み
な
ら
ず
、
述
べ
て
き
た
家
持
と
池
主
の
書
簡
を
伴
う
歌
に
は
、
左
注
で
「
右
」

の
語
を
伴
っ
て
日
付
が
記

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
、
書
簡
に
記
載
さ
れ
て
い
た
日
付
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
家
持
が
こ
れ
ら
池
主
と
の
書
簡
を
伴
っ
た
歌
の
や
り
と
り
の
記
録
を
殊
に
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
特
に

短
期
間
に
頻
回
に
わ
た
っ
て
贈
答
が
行
わ
れ
た

b
1
g
に
お
い
て
は
、
さ
き
に
実
線
を
附
し
た
題
調
を
有
す
る

b
d
e
に
対
し
て
点
線
を

附
し
た

c
f
g
が、

c
は

b
を
ゑ
け
、

f
は
d
を
承
け
、
さ
ら
に

g
は

e
と

f
と
を
承
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
、
題
詞
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
と
思
し
い
。
中
で
も
d
の
「
更
贈
歌
」

の
直
後
に

e
の
「
七
言
晩
春
一
一
一
日
遊
覧
一
首
井
序
」

が
続
き
、
そ
の
あ
と
に
題
調
の
な
い
書
簡
歌
が
ふ
た
つ
並
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
り
、

d
l
g
の
ま
と
ま
り
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

連

の
書
簡
を
伴
う
歌
の
な
か
で
、
家
持
と
し
て
は
自
分
の
贈
歌
と
は
無
縁
に
、
池
主
が
み
ず
か
ら
選
ん
だ
七
言
詩
の
文
体
で

e
の
漢
詩
を
贈
ら
れ

て
き
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
の
現
れ
で
は
な
い
か
。
こ
の
の
ち
家
持
が
み
ず
か
ら
の
作
品
を
「
賦
」
に
な
ぞ
ら
え
て
池
主
に
贈
る
、

き
っ
か
け
は
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
部
分
は
、
家
持
に
と
っ
て
は
池
主
に
触
発
さ
れ
て
作
歌
意
欲
が
昂
揚
し
て
い
く
さ
ま
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
歌
稿
（
原
資
料
）

は
そ
れ
自
体
で
ふ
た
り
の
息
づ
か
い
ま
で
も
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
編
纂
の
次
元
に
お
い
て
、

日
付
な
ど
は
資
料
の
ま
ま
を
生
か
す
一

方
、
さ
ら
に
題
詞
を
加
筆
し
て
い
く
あ
り
か
た
は
、
前
後
の
歌
と
の
差
違
を
際
だ
た
せ
よ
う
と
す
る
点
で
、
ま
さ
に
〈
歌
群
〉
を
意
識
し
た
結



果
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
は
書
簡
歌
の
や
り
と
り
と
い
う
特
殊
な
状
況
下
に
お
け
る
ふ
た
り
の
歌
人
の
文
学
上
の
交
流
の
あ
と
を
、

編
纂
物
の
上
に
も
残
し
て
い
こ
う
と
す
る
編
者
の
意
図
が
現
れ
て
い
よ
う
。

3 

複
数
日
に
わ
た
る
歌
稿
の
歌
群
化

巻
第
十
七
の
歌
日
記
的
部
分
が
家
持
と
池
主
と
の
交
流
の
記
録
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
、
池
主
は
家
持
が
正
税
帳
使
と

し
て
京
に
行
っ
て
い
る
｜
｜
歌
の
記
録
の
上
で
は
約
四
ヶ
月
半
の
｜
｜
あ
い
だ
に
、
隣
国
越
前
の
嫁
に
転
任
し
た
ら
し
い
。
本
稿
の
冒
頭
に
掲

げ
た
入
京
前
の

ωの
あ
と
、
再
開
第
一
作
と
な
っ
た
の
は
、
「
思
一
－
放
逸
鷹
一
夢
見
感
悦
作
歌
一
首
弁
短
歌
」
（
四
O
一
了
｝
五
）
と
題
す
る
九
月

二
十
六
日
付
け
の
家
持
の
独
詠
歌
、
そ
の
次
に
三
国
五
百
国
に
よ
っ
て
伝
請
さ
れ
た
「
高
市
連
黒
人
歌
一
首
」
（
四
O
一
六
〈
作
歌
年
月
お
よ

ぴ
伝
諦
の
日
付
な
し
〉
）
を
は
さ
ん
で
以
下
、
巻
末
の
四
O
三
一
に
至
る
部
分
は
、
天
平
二
十
年
正
月
二
十
九
日
か
ら
二
、
三
月
頃
に
か
け
て

の
、
家
持
の
独
詠
歌
の
み
で
占
め
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
黒
人
の
歌
が
こ
れ
に
続
く
家
持
の
四
首
と
旅
愁
を
う
た
う
点
で
共
通
し
、
そ
の
後
さ

ら
に
出
挙
の
時
の
巡
行
に
際
し
て
詠
ん
だ
属
目
詠
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
部
分
が
相
五
に
主
題
の
上
で
関
連
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
家
持
〈
歌
日
記
〉
再
読
」
で
論
じ
た
が
、
出
挙
の
時
の
諸
郡
巡
行
の
九
首
に
つ
い
て
は
、
直
前
の
旅
愁
を
詠
ん
だ
四
首
が
注
記
の
上
に
場
所

を
示
さ
ず
｜
｜
歌
に
詠
ま
れ
た
「
奈
呉
」
・
「
信
濃
の
浜
」
の
地
名
か
ら
国
府
近
辺
と
い
う
こ
と
は
お
お
よ
そ
知
ら
れ
る
が
｜
｜
、
左
注
で
日
付

と
作
者
の
み
を
示
す
の
と
異
な
り
、
題
詞
に
場
所
と
状
況
に
つ
い
て
以
下
の
ご
と
く
明
示
し
て
い
る
。

砺
波
郡
雄
神
河
辺
作
歌
一
首
（
四
O

婦
負
郡
渡
－
島
坂
河
辺
一
時
作
一
首
（
四
O
二
二
）

見
一
一
潜
レ
島
人
一
作
歌
一
首
（
四
O
二
三
）
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新
川
郡
渡
－
証
槻
河
一
時
作
歌
一
首
（
四
O
二
四
）

赴
二
参
気
太
神
宮
一
行
一
一
海
辺
一
之
時
作
歌
一
首
（
四
O
二
五
）

能
登
郡
従
ニ
香
嶋
津
一
発
レ
船
射
ニ
熊
来
村
一
往
時
作
歌
二
首
（
四
O
二
六
1
七）

鳳
至
郡
渡
ニ
鏡
石
川
一
之
時
作
歌
一
首
（
四
O
二
人
）

従
二
珠
洲
郡
一
発
レ
船
還
一
一
太
招
郡
一
之
時
泊
二
長
浜
湾
－
仰
田
元
月
光
一
作
歌
一
首
（
四
O
二
九
）

こ
れ
ら
は
題
詞
に
「
場
所
＋
1
之
時
作
歌
」
の
書
式
を
集
中
さ
せ
、
諸
郡
巡
行
の
折
の
歌
で
一
括
整
理
し
て
い
る
こ
と
が
四
O
二
九
左
注
の

「
右
件
歌
者
、
依
－
L
呑
出
挙
一
巡
二
行
諸
郡
一
。
当
時
当
所
属
目
作
之
。
大
伴
宿
祢
家
持
」
か
ら
知
ら
れ
る
。
歌
は
当
時
当
所
で
も
の
さ
れ
、
お
そ

ら
く
地
名
や
状
況
な
ど
も
詠
作
時
点
で
備
亡
、
ω的
に
書
き
添
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
整
理
は
情
景
の
記
憶
が
鮮
明
な
、
帰
宅

後
ほ
ど
な
く
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
題
調
に
場
と
状
況
を
示
す
形
式
を
と
っ
た
の
は
、
九
首
が
直
前
の
正
月
二
十
九
日
作
の
四
首
の
よ

う
に
一
貫
し
た
構
想
を
も
っ
連
作
で
・
な
く
、
「
当
時
当
所
」
で
の
感
慨
を
う
た
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
四
O
二
七
・
四
O

二
人
の
よ
う
に
郷
愁
を
詠
む
も
の
や
、
四
O
二
二
・
四
O
二
四
の
よ
う
に
旅
愁
を
詠
む
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
四
O
一
一
一
・
四
O
二
三
・
四
O

二
五
・
四
O
二
六
の
よ
う
に
初
め
て
見
る
風
光
に
対
す
る
感
動
を
う
た
う
も
の
が
多
い
。
初
め
て
見
た
感
動
を
説
明
す
る
に
は
「
当
時
当
所
」

を
具
体
的
に
、
歌
に
先
立
て
て
題
詞
に
示
す
の
が
適
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
こ
の
題
詞
の
書
式
は
巻
第
十
五
の
遣
新
羅
使
人
歌
群
の
そ
れ
と
類
似
す
る
。
家
持
に
と
っ
て
こ
の
旅
は
管
内
の
視
察
で
あ
り
、
遣
新

羅
使
人
歌
群
の
よ
う
な
深
刻
さ
は
見
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
公
務
を
帯
ぴ
て
の
旅
と
い
う
状
況
は
両
者
共
通
し
て
い
る
。
巻
第
十
五
の
編
纂
が
、

こ
れ
以
前
に
家
持
が
関
与
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
み
ず
か
ら
の
公
務
の
旅
を
遣
新
羅
使
人
た
ち
に
重
ね
て
捉
え
て
い
た
可
能
性
も
考

え
う
る
。
特
に
、
直
前
の
旅
愁
を
う
た
う
四
首
の
注
記
で
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
の
が
「
正
月
二
十
九
日
」
の
日
付
で
あ
る
こ
と
を
思
う

と
、
こ
の
四
首
は
出
挙
の
た
め
の
管
内
巡
行
｜
｜
前
年
家
持
は
病
臥
の
た
め
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
が
越
中
国
守
家
持
に
と
っ
て
初
め
て



（
注
5）

の
春
の
巡
行
と
な
る
ー
ー
を
間
近
に
控
え
た
家
持
の
心
情
を
う
た
い
あ
げ
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
一
、
二
首
で
は
奈
呉
の
海

の
風
景
を
描
き
、
第
三
、
四
首
で
は
望
郷
の
念
を
う
た
う
起
承
転
結
の
型
で
構
成
さ
れ
た
こ
の
四
首
は
、
越
中
に
い
る
家
持
が
す
で
に
旅
の
身

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
何
日
間
に
も
わ
た
る
巡
察
の
旅
に
出
る
こ
と
へ
の
不
安
が
動
機
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
四
首
の
前
に
、
家
持
が
巡
行
中
立
ち
寄
っ
て
二
首
の
歌
（
四
O
二
二

1
一
一
一
）
を
の
こ
し
て
い
る
婦
負
郡
の

野
の
、
荒
涼
と
し
た
風
景
を
う
た
っ
た
黒
人
の
歌
（
四
O
一
六
）
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
は
特
別
な
意
味
が
あ
ろ
う
。
都
ぴ
と
黒
人
の
捉
え

た
越
中
の
風
景
は
、
家
持
に
と
っ
て
も
同
様
に
感
じ
ら
れ
る
は
ず
で
、
巡
行
前
に
三
国
五
百
国
か
ら
こ
の
歌
を
伝
え
聞
い
た
家
持
は
、
郷
愁
を

か
き
た
て
ら
れ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

以
下
は
、
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
（
前
掲
拙
稿
）
と
一
部
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
巻
第
十
七
の
編
纂
の
次
元
に
立
っ
て

読
み
な
お
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
黒
人
の
伝
諦
歌
四
O
一
六
は
、
従
来
の
説
で
は
機
械
的
に
直
前
の
「
鷹
の
歌
」
に
近
い

（詰
6）

頃
に
筆
録
さ
れ
た
と
み
る
も
の
が
多
い
け
れ
ど
も
、
題
詞
を
も
た
ず
左
注
の
み
で
最
低
限
の
情
報
を
示
す
型
を
、
「
作
歌
時
点
に
お
け
る
各
歌

の
意
味
を
温
存
し
な
が
ら
歌
群
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
作
り
、
そ
の
ま
と
ま
り
の
中
か
ら
も
新
た
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
独
自

（詑
7）

の
編
輯
手
法
」
と
お
な
じ
手
法
と
捉
え
、
黒
人
の
一
首
と
正
月
二
十
九
日
の
四
首
は
、
管
内
巡
行
を
前
に
抱
い
た
不
安
を
背
景
に
し
た
旅
愁
の

歌
群
、
そ
し
て
巡
行
中
の
具
体
的
な
場
と
状
況
を
題
詞
に
示
す
形
を
と
る
後
続
の
九
首
は
、
予
想
に
対
す
る
現
実
を
描
い
た
も
の
と
し
て
捉
え

な
お
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
前
者
の
日
付
は
巡
行
の
日
程
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
の
に
対
し
、
後
者
に
日
付
が
な
い
の
は
、

個
々
の
場
所
に
い
つ
滞
在
し
た
か
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
巡
行
は
何
回
に
も
わ
た
る
こ
と
ゆ
え
、
全
体
と
し
て
い
つ

頃
行
わ
れ
た
か
が
知
ら
れ
れ
ば
、
制
作
者
に
と
っ
て
も
享
受
者
に
と
っ
て
も
充
分
な
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
注
記
の
し
か
た
の
違
い
は
、
両
者

の
私
的
と
公
的
、
予
想
と
現
実
と
い
う
対
比
の
構
図
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、

「
こ
こ
か
ら
天
平
二
十
年
に
入
る
と
は
い
え
、
前
の
天
平
十
九
年
の
歌
々
に
引
き
続
き
、
お
な
じ
巻
十
七
の
う
ち
な
の
で
、
保
管
資
料
の
ま
ま
、
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気
楽
に
扱
っ
た
も
の
か
」
（
『
釈
注
」
四
O
一
七
1
二
O
釈
文
）
と
い
う
見
方
は
成
り
立
た
な
く
な
ろ
う
。

＊ 

以
上
、
巻
第
十
七
の
末
尾
近
く
の
歌
群
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
同
様
に
数
日
間
に
わ
た
る
歌
稿
の
集
積
を
制
作
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い

時
点
で
一
括
整
理
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
歌
群
に
、
巻
第
十
八
巻
頭
、
団
連
福
麻
巴
来
越
時
の
歌
群
が
あ
る
。
こ
れ
は
冒
頭
、

天
平
廿
年
春
三
月
廿
三
日
、
左
大
臣
橘
家
之
使
者
造
酒
司
令
史
団
連
福
麻
呂
、
饗
一
一
子
守
大
伴
街
祢
家
持
舘
一
。
愛
作
一
一
新
歌
一
井
使
諦
－
L
白

詠
一
、
各
述
一
一
心
緒

と
い
う
総
題
で
始
ま
り
、
以
下
数
日
間
に
わ
た
っ
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
宴
や
遊
覧
時
の
歌
の
集
団
を
一
日
単
位
で
ま
と
め
、
日
付
を
左
注
に

示
す
形
を
と
る
。
す
な
わ
ち
、
二
十
三
日
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
題
調
に
示
し
て
い
る
の
で
不
要
と
判
断
し
た
か
、
あ
る
い
は
こ
の
巻
特
有
の

伝
来
途
上
の
脱
落
が
生
じ
た
も
の
か
、
左
注
に
は
日
付
を
記
さ
な
い
け
れ
ど
も
、
翌
二
十
四
日
に
つ
い
て
は
、
四
O
三
六
1
四
O
四
三
の
後
に

「
前
件
十
首
歌
者
、
廿
四
日
宴
作
之
」
と
記
し
、
二
十
五
日
に
つ
い
て
は
、
「
廿
五
日
往
－
一
布
勢
水
海
一
道
中
、
馬
上
口
号
二
首
」
（
四
O
四
四
1

五
）
と
「
至
－
一
水
海
一
遊
覧
之
時
、
各
述
レ
懐
作
歌
」
（
四
O
四
六
1
五
ご
の
後
に
「
前
件
十
五
首
歌
者
、
廿
五
日
作
之
」
、
二
十
六
日
に
つ
い

て
は
「
橡
久
米
朝
臣
庚
縄
之
舘
饗
一
由
連
史
福
麻
呂
一
宴
歌
凹
首
」
（
四
O
五
二
1
五
、
日
付
無
記
）
の
後
に
「
前
件
歌
者
、
廿
六
日
作
之
」
と

あ
る
。
左
注
に
示
す
歌
数
が
実
際
の
数
と
一
致
し
な
い
の
は
脱
落
が
想
定
さ
れ
、
二
十
四
日
に
は
他
に
二
首
、
布
勢
水
海
遊
覧
が
行
わ
れ
た
二

十
五
日
の
歌
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
七
首
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
以
上
は
総
題
に
言
う
「
新
歌
」
の
部
分
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
以
前
の
巻
第

十
七
の
部
分
に
比
べ
る
と
、
日
付
が
強
調
さ
れ
て
い
る
印
象
が
つ
よ
い
。

一
方
、
「
古
詠
」
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
歌
を
省
略
し
て
題
詞
・
左
注
の
内
容
の
み
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

太
上
皇
御
一
一
在
於
難
波
宮
一
之
時
歌
七
首

清
足
姫
天
皇
也

a左
大
臣
橘
宿
祢
歌
一
首
（
四
O
五
六
）



御
製
歌
一
首
和
（
四
O
五
七
）

右
二
首
件
歌
者
、
御
船
訴
レ
江
遊
宴
之
日
、
左
大
臣
奏
井
御
製

b
御
製
歌
一
首
（
四
O
五
八
）

河
内
女
王
歌
一
首
（
四
O
五
九
）

栗
田
女
王
歌
一
首
（
四
O
六
O
）

右
件
歌
者
、
在
一
一
於
左
大
臣
橘
卿
之
宅
一
蜂
宴
御
歌
井
奏
歌
也

C

（
題
調
ナ
シ

歌
ニ
首
）
（
四
O
六一

1
一一）

右
件
歌
者
、
御
船
以
二
綱
手
一
昨
レ
江
遊
宴
之
日
作
也
。
伝
諦
之
人
回
遁
史
福
麻
日
是
也

「
太
上
皇
御
ニ
在
於
難
波
宮
一
之
時
」
と
は
、
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
閏
一
月
十
一
日
か
ら
十
一
月
十
四
日
ま
で
、
元
正
上
皇
が
左
大
臣
橘

諸
兄
と
と
も
に
難
波
宮
に
滞
在
し
た
と
い
う
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
に
対
応
す
る
。
最
初
の
「
太
上
皇
1
七
首

清
足
姫
天
皇
也
」
は
古
詠
の
総

題
に
あ
た
り
、
「
右
二
首
件
歌
者
、
ー
」
「
右
件
歌
者
、

1
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
1
」
の
部
分
に
日
付
に
替
わ
っ
て
歌
が
詠
ま
れ
た
場
の
状
況
を

示
す
。
場
の
状
況
は
、
歌
の
順
序
と
と
も
に
、
伝
請
し
た
福
麻
自
の
説
明
し
た
内
容
に
聞
し
て
い
る
ら
し
い
。

b
は
四
O
五
人
歌
に
「
と
を
の

橘
」
、
四
O
六
O
歌
に
「
赤
ら
橘
」
と
あ
り
、
赤
く
色
づ
い
て
枝
も
捷
む
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
橘
の
実
を
う
た
う
。
「
橘
の
実
」
は
冬
の
季
物
で

あ
る
の
に
対
し
、

C
は
四
O
六
二
歌
に
「
夏
の
夜
」
と
あ
る
の
で
、
元
正
上
皇
と
諸
兄
の
難
波
滞
在
の
期
間
に
照
ら
し
て
見
た
時
、
少
な
く
と

（注
9）

a
b
c
は
福
麻
目
に
よ
る
諦
詠
の
順
を
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

も

b
と

c
は
歌
の
制
作
順
に
合
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、

筆
録
者
は
だ
れ
で
あ
れ
、
「
古
詠
」
の
あ
り
ょ
う
は
、
伝
請
し
た
福
麻
呂
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
四
年
前
に
こ
れ
ら
が
詠

ま
れ
た
と
き
、
家
持
は
難
波
に
は
い
な
か
っ
た
ら
し
く
（
口
三
九
二
ハ
1
一
一
一
参
照
）
、
七
首
の
存
在
を
、
家
持
は
こ
の
時
初
め
て
知
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
元
正
上
皇
と
橘
諸
兄
が
同
席
す
る
場
面
は
、
か
つ
て
天
平
十
八
年
の
正
月
、
家
持
も
参
加
し
て
三
九
二
六
歌
を
詠
ん
だ
雪
掃
き
の
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折
の
嬉
宴
を
も
思
い
起
こ
さ
せ
、
京
師
へ
の
思
い
を
か
き
た
て
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。
た
だ
、
歌
の
記
録
を
以
前
か
ら
凡
帳
面
に
続
け
て
き
た

家
持
に
と
っ
て
、
制
作
の
順
を
崩
し
て
い
る
福
麻
自
の
諦
詠
の
順
は
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
（
注
9
）
に
示
し
た
『
全
注
巻

第
十
八
』
の
よ
う
に
、
福
麻
呂
が
自
作
を
後
廻
し
に
披
露
し
た
と
は
、
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
諦
詠
歌

c
の、

ほ
り
江
よ
り
水
を
ぴ
き
し
つ
つ

み
ふ
ね
さ
す
し
づ
を
の
と
も
は
か
は
の
瀬
ま
う
せ
（
四
O
六
ご

な
つ
の
よ
は
み
ち
た
づ
た
づ
し

ふ
ね
に
の
り
か
は
の
瀬
ご
と
に
さ
を
さ
し
の
ぼ
れ
（
四
O
六
二
）

は
、
『
全
注
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
双
方
と
も
命
令
形
で
結
ば
れ
、
当
日
の
宴
を
主
催
し
た
橘
諸
兄
の
立
場
が
よ
く
出
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、

家
持
は
諸
兄
の
作
と
理
解
し
た
の
で
は
な
い
か
。

家
持
は
、
こ
の
折
の
経
験
を
と
お
し
て
、
思
い
出
の
場
面
を
記
録
し
て
お
心
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
芋
’
る
と
と
も
に
、

一
連
の

出
来
事
が
複
数
日
に
わ
た
る
場
合
、
そ
れ
を
披
露
す
る
際
に
は
各
場
面
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
展
開
す
べ
き
こ
と
を
も
実
感
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
、
福
麻
呂
が
帰
路
に
つ
い
て
か
ら
後
に
、
「
子
レ
時
期
国
之
明
日
将
三
遊
ニ
覧
布
勢
水
海
一
、
何
述
レ
懐
各
作
歌
」
「
往
二
布
勢
水
海
一
道
中
、
馬

上
口
号
二
首
」
「
至
ニ
水
海
一
遊
覧
之
時
、
各
述
レ
懐
作
歌
」
「
嫁
久
米
朝
臣
庚
縄
之
舘
饗
ニ
田
遁
史
福
麻
呂
一
宴
歌
四
首
」
の
題
調
を
福
麻
呂
の
諦

詠
時
の
説
明
に
対
応
さ
せ
な
が
ら
整
備
し
、
そ
れ
ら
の
場
面
の
日
付
を
確
認
し
な
が
ら
記
載
し
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。
以
後
、
巻
第
十
人

（
注
目
）

以
降
に
お
い
て
は
、
巻
第
十
七
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
小
字
に
よ
る
日
付
注
記
が
な
く
な
る
。
こ
れ
は
福
麻
呂
来
越
後
の
歌
稿
の
整
理
時
に
、

日
付
を
記
録
す
る
意
義
が
家
持
に
自
覚
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
よ
う
。

な
お
、
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
前
（
右
）
件
（
某
首
）
歌
者
」
型
の
注
記
自
体
が
、
巻
第
十
人
で
は
冒
頭
の
歌
群
に
し
か
見
ら
れ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
同
様
の
注
記
の
例
を
、
順
に
番
号
を
附
し
て
列
挙
し
て
み
る
と
、
こ
れ
に
先
立
つ
部
分
で
は
、
巻
第
十
七
の
「
十
六

年
四
月
五
日
独
居
二
平
城
故
宅
一
作
歌
六
首
」
（
三
九
二
ハ
1
一
一
一
）
の
左
注
①
「
到
川
剖
刑
制
、
天
平
十
六
年
四
月
五
日
独
居
ニ
於
平
城
故
郷
旧

宅
一
大
伴
宿
祢
家
持
作
」
、
「
平
群
氏
女
郎
贈
二
越
中
守
大
伴
宿
祢
家
持
－
歌
十
二
首
」
（
三
九
一
三

1
四
二
）
の
左
注
②
「
右
件
十
二
首
歌
者
、
時
々



寄
ニ
便
使
一
来
贈
。
非
レ
在
一
二
度
所
v
送
也
」
、
そ
れ
に
さ
き
ほ
ど
検
討
し
た
「
砺
波
郡
雄
神
河
辺
作
歌
一
首
」
以
下
の
出
挙
時
の
諸
郡
巡
察
の

の
左
注
③
「
右
件
歌
調
者
、
依
二
春
出
挙
一
巡
一
一
行
諸
郡
一
、
当
時
当
所
属
目
作
之
。
大
伴
宿
祢
家
持
」
が
挙
げ
ら

折
の
九
首
（
四
O
二一
Et

－－九）

れ
る
。一

方
、
後
続
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
7
）
拙
稿
で
と
り
あ
げ
た
巻
第
十
九
の
天
平
勝
宝
二
年
秋
の
歌
群
中
の
四
二
二
四
左
注
④

「
右
一
首
歌
者
、
幸
一
於
芳
野
宮
一
之
時
藤
原
皇
后
御
作
。
但
、
年
月
未
二
審
詳
－
／
十
月
五
日
河
遁
朝
臣
東
人
伝
諦
云
伝
」
や
、
こ
れ
に
続
く
雪

の
歌
群
中
の
凹
二
二
七
1
八
の
左
注
⑤
「
右
二
首
歌
者
、
三
形
沙
弥
承
一
一
贈
左
大
臣
藤
原
北
卿
之
語
一
作
詞
レ
之
也
。
聞
レ
之
伝
者
笠
朝
臣
子
君
、

復
後
伝
読
者
越
中
因
縁
久
米
朝
臣
庚
縄
是
也
」
お
よ
び
四
二
二
九
の
⑥
「
右
一
首
歌
者
、
正
月
二
日
守
舘
集
宴
。
於
レ
時
零
雪
殊
多
、
積
有
一
面

尺
一
罵
。
即
主
人
大
伴
宿
祢
家
持
作
此
歌
一
也
」
の
ほ
か
、
遣
唐
使
館
宴
歌
群
四
二
四
0
1
七
の
左
注
⑦
「
右
件
歌
者
、
伝
諦
之
人
越
中
大
目

高
安
倉
人
種
麻
呂
是
也
。
但
年
月
次
者
随
二
間
之
時
一
載
－
一
於
此
一
駕
」
、
天
平
勝
宝
四
年
二
月
に
伝
聞
し
た
「
壬
申
年
之
乱
平
定
以
後
歌
」
四
二

六
0
1
一
の
左
注
③
「
右
件
二
首
、
天
平
勝
宝
四
年
二
月
二
日
間
レ
之
。
即
載
一
於
慈
一
也
」
、
「
閏
三
月
於
一
一
衛
門
督
大
伴
古
慈
悲
宿
祢
家
一
銭
一
一
之

入
唐
副
使
同
胡
麻
巴
宿
祢
等
一
歌
」
四
二
六
二
土
一
丙
左
注
⑨
「
右
件
歌
伝
諦
大
伴
宿
祢
村
上
同
清
継
等
是
也
」
、
巻
第
二
十
で
は
「
昔
年
相
替

の
左
注
⑮
「
右
件
四
首
、
上
総
国
大
橡
正
六
位
上
大
原
真
人
今
城
伝
諦
云
か
。
年
月
未
レ
詳
」
、
「
智

防
人
歌
」
以
下
の
四
首
（
四
四
三
六
1
九）

努
女
王
卒
後
園
方
女
王
悲
傷
作
歌
」
以
下
の
四
首
（
四
四
七
七
1
八
O
）
の
左
注
⑪
「
右
件
四
首
、
伝
読
兵
部
大
丞
大
原
今
城
」
が
挙
げ
ら
れ
、

巻
第
十
九
に
六
例
、
巻
第
二
十
に
二
例
、
見
い
だ
さ
れ
る
。

題
調
と
左
注
と
が
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
を
示
し
て
い
る
①
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
措
き
、
②
1
⑪
が
指
示
す
る
歌
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
④

⑤
⑦
命
⑬
⑪
は
伝
諦
歌
、
③
は
伝
聞
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
、
伝
諦
歌
の
類
に
注
記
さ
れ
る
傾
向
が
著
し
い
。
た
だ
、
す
べ
て
が
伝
諦
歌

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
②
③
の
よ
う
に
宴
席
と
は
無
縁
に
、
溜
ま
っ
た
資
料
（
歌
稿
）
を
後
に
一
括
し
て
整
理
し
た
際
に
附
さ
れ
た
注
が
、

早
い
時
期
の
例
に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
元
来
、
後
に
資
料
の
一
括
整
理
が
行
わ
れ
た
時
に
歌
群
を
内
容
的
に
括
る
意
味
で
附
さ
れ
た
注
で
あ
っ
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た
と
考
え
ら
れ
る
。
⑥
は
宴
席
歌
だ
が
、
四
二
二
九
の
家
持
詠
以
外
に
同
日
の
詠
は
な
く
、
こ
れ
ま
た
や
や
時
を
経
て
前
後
の
雪
に
か
か
わ
る

歌
を
ま
と
め
て
歌
群
と
し
て
整
理
し
た
際
に
施
さ
れ
た
注
記
と
認
め
ら
れ
る
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
前
掲
注
（
7
）
拙
稿
参
照
）
。

な
お
、
さ
き
に
保
留
に
し
て
お
い
た
①
に
つ
い
て
も
、
題
調
は
作
歌
時
に
歌
稿
に
書
き
添
え
ら
れ
た
備
忘
の
注
記
で
、
お
そ
ら
く
①
の
左
注

は
、
巻
第
十
七
冒
頭
の
大
伴
書
持
関
係
の
歌
な
ど
と
と
も
に
、
制
作
後
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
三
九
二
ハ
1
一
二
が
発
見
さ
れ
た

後
、
天
平
十
六
年
四
月
に
家
持
が
独
り
平
城
の
家
に
い
て
詠
ん
だ
こ
の
六
首
に
、
安
積
皇
子
を
喪
っ
て
聞
も
な
い
当
時
の
情
況
を
思
い
起
こ
し
、

あ
ら
た
め
て
特
別
な
意
義
を
家
持
自
身
が
感
じ
て
書
か
れ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

そ
う
解
す
る
と
、
巻
第
十
九
の
④
以
降
に
伝
諦
歌
（
伝
聞
を
含
む
）
に
関
す
る
注
記
と
し
て
使
用
さ
れ
る
頻
度
が
高
い
の
は
、
福
麻
口
口
来
越

時
の
歌
稿
整
理
に
あ
た
り
、
諦
詠
さ
れ
た
古
詠
に
「
右
件
歌
者
1
」
の
注
記
を
用
い
た
記
憶
が
、
後
々
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
結

果
だ
と
思
う
。
な
お
、
こ
の
歌
群
で
は
、
日
付
に
関
し
て
も
「
前
件
（
某
首
）
歌
者
1
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
歌
群
の
み
に
終
わ
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
古
詠
の
部
分
に
用
い
た
書
式
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
部
分
を
橘
諸
兄
の
使
者
福
麻
呂
を
迎
え
た
折
の
特
別
な

歌
群
と
し
て
際
だ
た
せ
よ
う
と
し
た
、

一
回
的
な
措
置
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
日
付
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
降
、
非
日
常
的
な
出
来
事
に
関
し
て
は
自
覚
的
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ

る
。
そ
れ
は
単
に
編
纂
上
の
技
術
的
問
題
で
は
な
く
、
家
持
と
い
う
歌
人
に
お
け
る
作
歌
活
動
の
根
抵
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
日
付
が
認
識

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
巻
第
十
七
の
家
持
越
中
赴
任
以
降
に
相
当
す
る
部
分
で
は
、
池
主
と
の
や
り
と
り
が
大
き
な
比
重
を
占
め

て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
輯
録
さ
れ
た
歌
の
多
く
は
異
郷
に
お
け
る
生
活
上
の
関
心
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
弟
書
持

の
死
や
み
ず
か
ら
の
病
臥
と
い
っ
た
出
来
事
は
あ
っ
た
も
の
の
、
登
場
人
物
は
越
中
に
お
け
る
家
持
の
下
僚
に
限
ら
れ
、
非
日
常
の
出
来
事
は

あ
ま
り
経
験
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
回
遁
福
麻
呂
の
越
中
来
訪
は
、
そ
の
と
き
披
露
さ
れ
た
元
正
上
皇
と
橘
諸
兄
の

歌
も
含
め
、
家
持
に
と
っ
て
劃
期
的
な
事
件
と
認
識
さ
れ
た
わ
け
で
、
以
後
は
折
に
触
れ
て
京
師
の
こ
と
を
想
起
す
る
よ
う
に
・
な
り
、
地
主
と



の
交
流
が
中
核
を
な
し
て
い
た
巻
第
十
七
と
は
異
な
る
趣
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

4 

作
歌
頻
度
と
歌
群
意
識

巻
第
十
八
は
伝
来
の
過
程
で
本
文
の
脱
落
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
巻
第
十
七
か
ら
第

十
九
の
越
中
守
在
任
中
に
限
定
し
、
家
持
の
作
歌
意
欲
の
変
動
と
歌
群
形
成
が
ど
の
よ
う
に
相
関
す
る
か
を
次
に
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
は
、
越
中
守
と
し
て
任
地
に
赴
い
た
天
平
十
八
年
七
月
以
降
、
少
納
言
に
転
任
し
て
帰
京
の
途
に
つ
い
た
天
平
勝
宝
三
年
八
月
に
至
る

各
月
の
家
持
の
作
品
の
数
を
長
歌
と
短
歌
（
短
歌
に
は
反
歌
を
含
む
）
に
分
け
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
家
持
の
作
は
な
い
も

の
の
、
他
人
の
作
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
月
に
関
し
て
長
歌
0
・
短
歌
O
の
よ
う
に
示
し
、
ま
っ
た
く
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

月
と
区
別
す
る
。
ま
た
、
漢
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
れ
も
示
す
。

〔
巻
第
十
七
〕

天
平
同
年

七
月

長
歌
0
・
短
歌
0
／
八
月

長
歌
0
・
短
歌
6
／
九
月

長
歌
1
・
短
歌
2
／
十
月

ナ
シ
／
十
一
月

長
歌
0
・
短
歌

2
／
十
二
月

ナ
シ

天
平
日
年

月

ナ
シ
／
二
月

長
歌
l
・
短
歌
4
／
三
月

長
歌
3
・
短
歌
日
・
漢
詩
1
／
四
月

長
歌
3
・
短
歌
叩
／
五
月

長
歌
0

短
歌
0
／
六
月
1
八
月

ナ
シ
／
九
月

長
歌
1
・
短
歌
4
／
十
月
1
十
二
月

ナ
シ

天
平
初
年

月

長
歌
0
・
短
歌
4
／
二
月
1
三
月

長
歌
0
・
短
歌
口
・

＊
短
歌
十
一
首
す
べ
て
日
付
無
記
載
で
、
直
前
の
日
付
あ
る
歌
が
「
正
月
廿
九
日
」
、
直
後
の
日
付
あ
る
歌
が
巻
第
十
八
巻
頭
の
「
三
月
廿
三
日
」
の
詠
の
た
め
、
二
月
1
一一一月と

し
て
入
れ
た
。
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〔
巻
第
十
八
〕

天
平
却
年

長
歌
0
・
短
歌
8
（
他
に
後
日
追
和
2
）
／
四
月

長
歌
0
・
短
歌
2
／
五
月
1
十
二
月
ナ
シ

月

天
平
幻
年
（
天
平
感
宝
元
年
・
天
平
勝
宝
元
年
）

長
歌
0
・
短
歌
？
？
／
四
月

長
歌
0
・
短
歌

3
1／
五
月

一
月
1
二
月

ナ
シ
／
三
月

長
歌
5
・
短
歌
却
／
閏
五
月

長
歌
3
・
短
歌
8
／
六
月

長
歌
1
・
短
歌
2
／
七
月

長
歌
l
・
短
歌
2
／
八
月
1
十
月

ナ
シ
／
十

月

長
歌
0
・
短
歌
0
1／
十
二
月

長
歌
0
・
短
歌
2

＊ 
1 

四
O
七
0
1
ご
を
含
む
。

＊ 
2 

四
O
八
二
i
四
は
注
記
に
「
四
日
」
と
の
み
あ
っ
て
何
月
か
を
記
し
て
い
な
い
が
、
直
前
が
つ
一
一
月
十
六
日
」
の
日
付
を
も
っ
歌
な
の

で
「
四
月
」
が
脱
落
し
た
と
解
す
。
＊
3

家
持
の
返
報
し
た
歌
が
脱
漏
し
た
こ
と
を
注
記
で
一
示
す
。

天
平
勝
宝
2
年

長
歌
0
・
短
歌
2
／
二
月

長
歌
0
・
短
歌
l

月

〔
巻
第
十
九
〕

天
平
勝
宝
2
年

長
歌
6
・
短
歌
認
／
四
月

長
歌
0
・
短
歌
1
／
七
月
1

長
歌
7
・
短
歌
却
／
五
月

長
歌
2
・
短
歌
6
／
六
月

月

人
月

長
歌
0
・
短
歌
l
／
十
月

長
歌
0
・
短
歌
l
／
十
一
月

ナ
シ
／
九
月

ナ
シ
／
十
二
月

長
歌
0
・
短
歌
l

天
平
勝
宝
3
年

長
歌
0
・
短
歌
3
／
二
月

長
歌
0
・
短
歌
1
／一一一月

長
歌
0
・
短
歌
1
／
五
月
1
七
月

月

ナ
シ
／
四
月

ナ
シ

／
八
月

長
歌
1
・
短
歌
7

巻
第
十
八
に
は
脱
落
等
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
家
持
が
一
ヶ
月
の
う
ち
に
十
首
以
上
の
歌
を
残
し
て
い
る
箇
所
（
た
だ
し
、

巻
第
十
七
の
天
平
十
九
年
二
月
や
同
二
十
年
一
月
な
ど
、
月
末
か
ら
翌
月
に
内
容
的
関
連
を
も
っ
た
歌
が
作
ら
れ
て
い
る
場
合
は
十
首
未
満
で

あ
っ
て
も
対
象
に
加
え
る
）
に
注
目
す
る
と
、
巻
第
十
七
の
二
月
か
ら
四
月
お
よ
び
天
平
二
十
年
一
月
か
ら
二
、
三
月
、
巻
第
十
八
の
天
平
感

宝
元
年
五
月
か
ら
間
五
月
、
巻
第
十
九
の
天
平
勝
宝
二
年
の
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
、
お
お
よ
そ
四
つ
の
多
作
期
を
数
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
う
ち
、
巻
第
十
七
の
二
箇
所
に
つ
い
て
は
さ
き
に
別
の
角
度
か
ら
検
討
を
加
え
た
が
、
天
平
十
九
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、



池
主
と
の
や
り
と
り
の
中
で
生
ま
れ
た
作
品
が
中
心
で
、
両
者
の
歌
稿
を
貼
り
継
い
で
い
く
の
を
基
本
と
し
て
、
書
簡
歌
に
つ
い
て
は
注
記
を

工
夫
す
る
こ
と
で
、
複
数
回
に
わ
た
る
や
り
と
り
の
流
れ
を
理
解
し
や
す
く
し
て
い
た
。
ま
た
、
巻
末
近
く
の
部
分
は
、
出
挙
の
た
め
の
巡
察

に
か
か
わ
る
歌
群
で
は
、
出
発
前
と
旅
行
中
と
で
内
容
的
な
対
比
が
み
ら
れ
る
部
分
に
書
式
上
の
区
別
を
行
い
、
歌
群
を
視
覚
的
な
面
か
ら
も

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

巻
第
十
八
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
検
討
し
た
巻
頭
の
回
遁
福
麻
呂
来
越
時
の
歌
群
が
特
異
な
形
態
を
見
せ
て
い
る
一
方
、
家
持
個
人
に
お
い

て
は
天
平
感
宝
元
年
五
月
か
ら
閏
五
月
に
か
け
て
、
活
発
に
作
歌
活
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
る
。
以
下
、
歌
の
引
用
を
省
略
し
注
記
の
み
掲
げ

て
み
よ
う
。

－
天
平
感
宝
元
年
五
月
五
日
饗
二
東
大
寺
之
占
墾
地
使
僧
平
栄
等
一
。
子
レ
時
守
大
伴
宿
祢
家
持
送
一
一
酒
僧
一
歌
一
首
（
四
O
八
五
）

2
同
月
九
日
諸
僚
会
一
一
少
目
秦
伊
美
吉
石
竹
之
舘
一
飲
宴
。
於
レ
時
主
人
造
一
1

日
合
花
緩
三
枚
一
畳
ニ
置
豆
器
一
捧
一
一
贈
賓
客
一
。
各
賦
此
綾
一
作

三
首
（
四
O
八
六
1
八
、
う
ち
家
持
二
首
。
作
者
名
注
記
は
略
す
）

3
独
居
一
一
躍
裏
一
遥
聞
－
一
塞
公
鳥
喧
一
作
歌
一
首
弁
短
歌
（
四
O
八
九
1
九一一）

右
四
首
、
十
日
、
大
伴
宿
祢
家
持
作
之

4
賀
一
一
陸
奥
田
出
レ
金

詔
書
一
歌
一
首
弁
短
歌
（
四
O
九
四
1
七）

天
平
感
宝
元
年
五
月
十
二
日
於
一
越
中
国
守
舘
一
大
伴
宿
祢
家
持
作
之

5
為
下
幸
一
行
芳
野
離
宮
一
之
時
上
儲
作
歌
一
首
井
短
歌
（
四
O
九
八
1
一
O
O
）

6
為
レ
贈
一
一
京
家
一
願
二
真
珠
一
歌
一
首
井
短
歌
（
四
一

O
一
1
五）

7 
教j

警）右
会i五

量； E
参；自
咋： u
-i大
歌i伴
－！宿
首i祢
tt家
~：持
帆 i依

四i興

d f' 
五j

九i
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右
五
月
十
五
日
守
大
伴
宿
祢
家
持
作
之

8
先
妻
不
レ
待
一
夫
君
之
喚
使
一
由
来
時
作
歌
一
首
（
四
一
一

O
）

同
月
十
七
日
大
伴
宿
祢
家
持
作
之

9
橘
歌
一
首
井
短
歌
（
四
一
一
一

1
一一）

閏
五
月
廿
三
日
大
伴
宿
祢
家
持
作
之

叩
庭
中
花
作
歌
一
首
弁
短
歌
（
四
一
一
三

i
五）

同
閏
五
月
廿
六
日
大
伴
宿
祢
家
持
作

日
因
縁
久
米
朝
臣
庚
縄
以
－
L
太
平
廿
年
一
附
－
靭
集
使
一
入
レ
京
。
其
事
皐
而
天
平
感
宝
元
年
間
五
月
廿
七
日
還
二
到
本
任
一
。
の
長
官
之
舘
設
ニ

詩j
j酉！
宴j

楽i
飲j

於；
時！
主i
人i
守i
大i
伴i
宿；
祢i
家！
持i
作i
歌i
首i
井：
短i
歌！

四！

ノ、：

Ai 

ロ
聞
こ
塞
公
鳥
喧
一
作
歌
一
首
（
四
一
一
九
）

日
為
下
向
レ
京
之
時
見
ニ
貴
人
一
及
相
二
美
人
一
飲
宴
之
日
上
述
レ
懐
儲
作
歌
二
首
（
四
一
一
一

0
1
こ

同
閏
五
月
廿
八
日
大
伴
宿
祢
家
持
作
之

ー
と

2
の
あ
い
だ
は
四
日
、

2
と
3
の
あ
い
だ
は
一
日
で
、
時
間
的
に
は

l
と
2
の
方
が
空
い
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
注
記
の
上
で
は

2
の

題
詞
に
「
同
月
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、

3
で
は
あ
ら
た
め
て
「
同
」
な
ど
前
の
注
記
に
か
か
わ
ら
せ
る
内
容
の
語
が
見
ら
れ
な
い

点
で
、

2
は
1
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ー
と

2
は
ど
ち
ら
も
宴
席
歌
と
い
う
共
通
点
を
も
っ
一
方
、

3
は
独
詠
歌
で
、

途
中
脱
落
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
行
本
文
で
は
巻
第
十
七
の
四
O
一
一
以
来
の
久
々
の
長
歌
に
あ
た
り
、
そ
こ
に
は
宴
席
歌
群
と
独

詠
長
歌
と
を
分
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
も

4
5
6
7
9
m
uと
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
続
く
「
六
月
一
日
」
の

｛
桂
四
｝

雨
乞
い
の
歌
（
四
一
一
一
一
一

1
三
）
、
「
七
月
七
日
」
の
七
夕
歌
（
四
一
二
五
1
七
）
ま
で
、
長
歌
が
集
中
的
に
作
ら
れ
て
い
る
中
で
、
内
容
的
に



関
係
す
る
歌
群
を
「
同
」
に
よ
っ
て
束
ね
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

右
に
示
し
た
中
で
、
波
線
を
附
し
た
も
の
は
同
日
の
作
と
み
ら
れ
る
5
と
6
を
除
き
、
後
続
の
歌
と
内
容
的
に
か
か
わ
ら
な
い
の
に
対
し
、

点
線
を
附
し
た
も
の
は
、
後
続
の
作
と
何
ら
か
の
関
連
性
を
も
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

7
と
8
と
は
尾
張
少
咋
の
事
件
と
し
て
一
括
さ
れ

る
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、

9
と
叩
と
は
、
高
貴
な
橘
の
花
と
実
を
う
た
う
前
者
と
、
身
近
な
庭
中
の
な
で
し
こ
と
百
合
と
を
詠
む
後
者
と
を
取

り
合
わ
せ
て
い
る
。
や
や
込
み
入
っ
て
い
る
の
が
日
1
日
で
あ
る
。

日
は
朝
集
使
を
終
え
た
橡
久
米
贋
縄
が
帰
任
し
た
折
に
宴
席
で
披
露
し
た
歓
迎
の
歌
、
ロ
は
塞
公
鳥
の
鳴
き
声
を
聞
く
歌
、
日
は
上
京
し
た

時
の
宴
席
を
想
定
し
て
前
も
っ
て
詠
ん
だ
歌
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
性
は
こ
れ
以
前
の
例
の
よ
う
に
明
確
で
は
な
い
。
し
か
も
、
ロ
の
注
記
に

は
作
者
名
も
日
付
も
な
く
、
こ
の
歌
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
説
が
分
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
家
持
詠
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
諸
説
一

致
す
る
も
の
の
、

－

U
は
日
と
お
な
じ
宴
席
で
、
閏
五
月
二
十
七
日
に
詠
ま
れ
た
（
『
全
注
巻
第
十
八
』
『
釈
注
』
）

｛
桂
四
｝

－

H
1
Uは
、
す
べ
て
お
な
じ
宴
席
で
、
閏
五
月
二
十
八
日
に
詠
ま
れ
た

ま
ず
、
日
l
Uを
す
べ
て
二
十
八
日
の
詠
と
み
る
説
は
、
「
本
任
に
還
り
到
」

っ
た
そ
の
日
に
詩
酒
の
宴
を
設
け
る
こ
と
を
無
理
と
観
じ
、

二
十
八
日
付
の
日
の
左
注
が
日
に
ま
で
及
ぶ
と
考
え
た
も
の
だ
が
、
日
の
題
詞
と
日
の
左
注
に
家
持
の
名
前
が
だ
ぶ
っ
て
現
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

日
左
注
の
「
同
閏
五
月
廿
八
日
」
の
「
同
」
は
、
日
題
調
の
「
間
五
月
廿
七
日
」
を
承
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
従
え
な
い
。
一
方
、

｛
注
叫
）

ロ
を
二
十
七
日
の
詠
と
捉
え
る
説
は
、
「
日
付
の
な
い
歌
は
、
直
前
の
日
付
の
支
配
下
に
あ
る
」
と
い
う
見
方
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
日
は
題

調
の
中
で
「
守
」
を
「
長
官
」
と
呼
称
す
る
な
ど
、
単
に
贋
縄
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
「
対
第
三
者
的
意
識
」
（
『
全
注
」
）
も
穆
ま
せ
、
四
一

一
八
で
「
恋
し
け
れ
や
も
」
と
贋
縄
に
対
す
る
思
い
を
う
た
う
の
に
対
し
、
ロ
は
「
鳴
く
声
聞
き
て
恋
し
き
も
の
を
」
と
内
向
的
に
望
郷
の
念

を
う
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
前
の
長
反
歌
に
精
神
的
に
連
な
る
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
況
を
想
定
し
て
説
明
す
る
の
は
、
い
さ
さ
か
苦
し
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い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ロ
と
日
を
同
日
の
詠
と
捉
え
れ
ば
、
作
者
名
と
日
付
は
5
と
6
の
よ
う
に
、

一
括
し
て
後
の
歌
の
左
注
に
示
し
て
い

る
と
解
さ
れ
、
問
題
は
生
じ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
日
の
宴
で
贋
縄
の
持
ち
帰
っ
た
京
師
の
雰
囲
気
に
ふ
れ
た
後
、
震
公
烏
の
声
を
聞
い
た
こ
と

で
望
京
の
念
を
募
ら
せ
ロ
を
詠
み
、
そ
の
思
い
が
さ
ら
に
昂
じ
て
日
で
上
京
後
の
こ
と
を
想
定
す
る
歌
を
詠
ん
だ
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ロ
は
私
的
な
感
慨
な
の
で
、
日
と
一
括
し
た
際
、
そ
の
左
注
の
家
持
の
呼
称
に
「
守
」
が
附
い
て
い
な
く
て
も
、
ま
っ
た
く
問
題
は
な
い
。

ー・
2
、
7
・
8
、
9
－

mの
組
と
比
べ
、
日
1
Uは
家
持
の
内
面
に
よ
り
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
に

内
容
的
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
歌
同
士
を
、
注
記
で
「
同
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
る
手
法
は
、
簡
潔
で
誰
の
目
に
も
容
易
に
理
解
で
き

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
七
月
中
旬
以
降
、
十
一
月
中
旬
ま
で
の
あ
い
だ
、
家
持
は
大
帳
使
と
し

て
上
京
す
る
。
そ
の
際
、
前
に
正
税
帳
使
と
し
て
上
京
し
た
折
に
も
、
家
持
は
「
二
上
山
賦
」
「
布
勢
水
海
遊
覧
賦
」
「
立
山
賦
」
な
ど
を
含
む

作
品
群
を
京
師
に
持
参
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
た
び
も
同
様
に
、
越
中
に
関
す
る
報
告
を
兼
ね
て
、

1
1
日
さ
ら
に
は
六
月
一

日
の
雨
乞
い
の
歌
と
、
七
月
七
日
の
七
夕
歌
ま
で
を
持
参
し
た
可
能
性
が
高
く
、
述
べ
て
き
た
「
同
」
を
用
い
た
歌
群
形
成
部
分
は
、
橘
諸
兄

な
ど
京
師
の
読
者
を
想
定
し
た
、
視
覚
的
工
夫
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
穏

他
方
、
巻
第
十
九
に
お
い
て
は
、
巻
頭
の
天
平
勝
宝
二
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
、
き
わ
め
て
旺
盛
な
作
歌
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
、

（
桂
珂
）

さ
き
の
月
別
の
デ
l
タ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
部
分
は
ち
ょ
う
ど
、
朝
比
奈
英
夫
「
職
名
表
記
か
ら
見
た
高
葉
餐
が
、
天
平
勝
宝
二

年
正
月
の
四
一
三
七
以
降
、
同
年
四
月
二
十
二
日
の
四
二
O
七
1
八
ま
で
の
家
持
作
に
お
い
て
、
家
持
以
外
の
下
僚
に
対
し
「
次
官
」
「
判
官
」

の
呼
称
で
注
記
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
「
末
四
巻
に
収
録
さ
れ
る
以
前
に
家
持
に
よ
っ
て
一
団
と
し
て
整
え
ら
れ
て
い
た
」
と
推
定
す
る

（
詮
四
｝

部
分
に
合
致
す
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
伊
藤
博
「
家
持
越
中
歌
群
三
十
二
首
」
が
、
尊
母
（
姑
）
坂
上
郎
女
の
「
五
十
の
祝
儀
を
営
め
な
い
代

償
と
し
て
」
家
持
夫
婦
の
越
中
生
活
記
と
し
て
贈
ら
れ
た
と
す
る
四
二
ニ
九
1
七
O
ゃ
、
同
「
天
平
ひ
と
つ
の
文
岱
が
、
京
師
の
「
留
さ

（
家
持
の
妹
）
か
ら
越
中
の
坂
上
大
嬢
に
宛
て
た
来
信
（
四
一
八
四
）
を
契
機
に
し
て
、
家
持
が
さ
ま
ざ
ま
な
歌
詠
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
「
相
手
か



ら
の
贈
歌
を
浄
写
し
て
先
立
て
、
う
し
ろ
に
、
贈
歌
に
か
か
わ
る
自
作
を
心
を
こ
め
て
添
え
」
な
が
ら
、
最
初
の
「
留
女
」
の
詠
に
応
じ
た
歌

を
作
り
、
全
体
十
五
首
の
歌
群
に
仕
立
て
て
返
信
し
た
と
捉
え
る
四
一
八
四
1
九
八
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
巻
第
十
九
が
編
纂
さ
れ

る
よ
り
以
前
に
、
京
師
に
い
る
坂
上
郎
女
や
留
女
に
対
し
、
家
持
は
妻
坂
上
大
嬢
と
と
も
に
歌
稿
を
整
え
て
贈
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
部
分
に
お
け
る
日
付
、
題
調
・
左
注
の
整
理
と
い
っ
た
書
式
上
の
工
夫
は
、
他
の
巻
と
比
べ
て
顕
著
で
‘
な
い
。
た
と
え
ば
、

内
容
上
の
関
連
性
で
い
え
ば
、
山
吹
を
詠
む
、

従
二
京
師
一
贈
来
歌
一
首
（
四
一
八
四
）

右
四
月
五
日
従
一
－
留
女
之
女
郎
一
所
レ
送
也
。

の
直
後
に
は
、

詠
一
一
山
振
花
一
歌
一
首
井
短
歌

が
続
く
が
、
こ
こ
に
日
付
は
な
く
、

贈
一
水
烏
越
前
判
官
大
伴
宿
祢
池
主
一
歌
一
首
井
一
短
歌
（
四
一
八
九
1
九

こ

右
九
日
附
レ
使
贈
レ
之
。

の
直
後
で
は
、

詠
二
塞
公
鳥
井
藤
花
一
一
首
井
短
歌
（
四
一
九
二
1
三）

同
九
日
作
之
。

の
よ
う
に
「
同
」
が
使
わ
れ
る
一
方
、
続
く

更
怨
二
塞
公
鳥
暁
晩
一
歌
三
首
（
四
一
九
四
i
六）

に
は
日
付
が
な
い
、
と
い
っ
た
状
況
で
、
巻
第
十
七
・
十
八
と
比
べ
て
雑
然
と
し
た
趣
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
こ
そ
は
、
坂
上
郎
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女
や
留
女
女
郎
と
い
っ
た
、
身
内
に
宛
て
た
も
の
な
ら
で
は
の
書
き
ぶ
り
な
の
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
氏
は
坂
上
郎
女
に
贈
っ
た
と
想
定
す
る
部
分

（
桂
剖
）

に
つ
い
て
、
「
夫
婦
が
相
共
に
過
ご
す
越
中
の
風
土
・
生
活
模
様
に
関
す
る
報
告
記
録
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
同
様
の
こ
と
は
留
女
に
贈
っ

た
と
み
ら
れ
る
部
分
の
来
書
と
返
書
の
あ
い
だ
に
添
え
ら
れ
た
作
品
群
に
も
言
え
る
。
公
的
な
場
面
で
の
人
間
関
係
に
か
か
わ
る
宴
席
歌
が
な

く
、
第
三
者
の
目
を
ほ
と
ん
ど
意
識
し
な
い
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
創
作
上
の
意
識
の
流
れ
や
全
体
の
雰
囲
気
を
受
け
手
側
が
汲
み
と
れ
ば

制
作
側
と
し
て
は
充
分
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
こ
の
部
分
は
「
歌
稿
」
の
次
元
で
特
定
の
相
手
を
念
頭
に
お
く
に
至
つ

た
歌
群
で
あ
っ
て
、
「
編
纂
」
の
次
元
に
お
け
る
そ
れ
で
は
な
い
。

前
半
部
分
の
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
に
対
し
、
天
平
勝
宝
二
年
五
月
以
降
、
家
持
は
寡
作
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
中
、
天
平
勝
宝
二
年

九
月
か
ら
翌
三
年
正
月
に
か
け
て
の
部
分
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
本
稿
の
筆
者
が
論
じ
た
、
作
歌
の
時
と
場
を
異
に
す
る
歌
同
士
を
本
来
の
意

（住

l）

味
を
温
存
し
つ
つ
内
容
上
の
関
連
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
、
さ
ら
に
歌
群
と
し
て
の
新
た
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
引
き
出
し
て
い
く
手
法
が
見
い
だ
さ

れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
天
平
勝
宝
二
年
秋
の
歌
群
も
、
そ
の
年
の
暮
れ
か
ら
翌
年
正
月
に
か
け
て
の
雪
の
歌
群
も
、
京
師
と
比
較

し
な
が
ら
越
中
の
風
土
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
共
通
の
内
容
を
も
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
以
後
、
天
平
勝
宝
三
年
八
月
の
帰
京
時
の
歌
群
（
四

二
四
八
1
五
六
）
に
向
け
て
、
越
中
に
い
な
が
ら
京
師
を
意
識
す
る
歌
ば
か
り
が
配
列
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
制
作
」
や
「
歌

稿
」
の
次
元
で
行
わ
れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
く
、
「
編
纂
」
の
次
元
で
形
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ふ
り
返
っ
て
、
さ
き
に
見
た
天
平
勝
宝
二
年
一
一
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
、
坂
上
郎
女
や
留
女
宛
に
整
備
さ
れ
た
「
歌
稿
」
に
基
づ
く
部
分

に
続
く
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
輯
録
作
品
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

－
追
ニ
同
庭
女
墓
歌
一
一
首
井
短
歌
（
四
一
一
一
一

1
一一）

右
五
月
六
日
、
依
レ
興
大
伴
宿
祢
家
持
作
之

日
〔
題
詞
ナ
シ
〕
（
四
二
二
二
）



右
一
首
贈
ニ
京
丹
比
家
一

出
挽
歌
一
首
弁
短
歌
（
四
一
一
一
四
1
六）

右
大
伴
宿
祢
家
持
弔
下
聾
南
右
大
臣
家
藤
原
二
郎
之
喪
二
慈
母
－
患
上
也
。
五
月
廿
七
日

付
霧
雨
情
日
作
歌
一
首
（
四
一
一
一
七
）

V

見
二
漁
夫
火
光
一
歌
一
首
（
四
一
一
一
八
）

右
二
首
五
月

羽
〔
題
調
ナ
シ
〕
（
四
二
一
九
）

右
一
首
六
月
十
五
日
見
ニ
芽
子
早
花
一
作
之

四
従
二
京
師
一
来
贈
歌
一
首
井
短
歌
（
四
二
二

0
1
こ

右
二
首
大
伴
氏
坂
上
郎
女
賜
－
女
子
大
嬢
一
也

右
の
う
ち
、
依
輿
の
追
同
の
作
で
あ
る
i
、
日
付
不
明
の
－
w
v
、
題
詞
の
な
い
・
m
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、

Hu
…mは
越
中

か
ら
京
師
へ
、

Hm
は
京
師
よ
り
越
中
へ
と
い
う
内
容
で
、
越
中
と
京
師
と
の
往
来
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
九
月
以

降
の
部
分
を
繋
げ
て
い
く
と
、
越
中
と
京
師
と
の
対
比
の
構
図
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
な
が
ら
、
帰
京
時
の
歌
群
に
続
い
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
巻
第
十
九
は
天
平
勝
宝
二
年
三
月
か
ら
四
月
の
越
中
中
心
の
部
分
、
同
年
五
月
か
ら
翌
三
年
八
月
に
か
け
て
の

越
中
と
京
師
と
を
対
比
す
る
部
分
、
そ
し
て
帰
京
後
の
部
分
と
に
分
け
ら
れ
鵠
こ
の
あ
り
ょ
う
は
、

〈
越
中
で
の
生
活
〉
と
〈
京
師
で
の
生

活
〉
を
首
尾
で
呼
応
さ
せ
、
中
間
部
を
両
者
の
対
比
の
構
図
に
よ
っ
て
繋
い
で
い
く
と
い
う
編
纂
の
意
図
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
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5 

む
す
び

以
上
、
家
持
越
中
赴
任
後
の
三
九
四
三
以
下
を
〈
歌
日
記
〉
と
し
て
、
家
持
の
作
品
を
、
日
付
な
ど
の
注
記
を
も
と
に
制
作
の
背
景
を
含
め

て
内
容
を
読
む
理
解
の
し
か
た
に
対
し
て
、
歌
群
形
成
の
あ
り
ょ
う
か
ら
見
な
お
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
巻
第
十
七
・
十
八
・
十
九
に
お
け

る
歌
稿
の
と
り
扱
い
は
、
家
持
の
越
中
時
代
と
い
う
お
な
じ
ひ
と
続
き
の
時
間
・
空
間
の
座
標
軸
の
上
に
あ
っ
て
も
一
様
で
は
な
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

巻
第
十
七
・
十
八
で
は
、
歌
と
と
も
に
贈
答
さ
れ
た
書
簡
も
併
せ
て
輯
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
池
主
と
の
文
学
上
の
交
流
の
あ
と
を
丁
寧

に
残
し
、
家
持
自
身
が
池
主
に
触
発
さ
れ
て
、
か
つ
て
父
旅
人
と
山
上
憶
良
と
の
あ
い
だ
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
筑
紫
で
の
文
学
的
交
流
に
比

肩
し
う
る
作
歌
活
動
を
展
開
し
て
い
く
さ
ま
を
記
録
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
と
も
に
、
巻
第
十
七
の
天
平
十
九
年
二
月
末
か
ら
三
月
に
か
け
て

の
書
簡
歌
群
で
は
、
ふ
た
り
の
贈
答
の
呼
吸
を
注
記
上
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
視
覚
的
に
、
よ
り
明
確
に
提
示
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
え

た
。
そ
れ
は
池
主
が
越
前
に
転
出
し
た
後
の
、
巻
第
十
八
に
入
っ
て
か
ら
も
同
様
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

一
方
、
複
数
日
に
わ
た
っ
て
内
容
が
連
続
す
る
歌
稿
を
歌
群
に
仕
立
て
な
お
す
事
例
に
つ
い
て
み
る
と
、
巻
第
十
七
末
尾
の
管
内
巡
行
前
後

の
独
詠
歌
群
で
は
、
巡
行
直
前
の
旅
愁
詠
四
首
と
巡
行
中
の
当
時
当
所
詠
九
首
と
を
題
詞
・
左
注
の
注
記
の
書
式
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
歌
群
の
性
格
づ
け
を
際
だ
た
せ
て
い
る
。
巻
第
十
八
官
頭
の
田
遁
福
麻
呂
来
越
時
の
歌
群
に
お
い
て
も
、
さ
き
の
当
時
当
所
詠
と
似
た
、

制
作
時
か
ら
経
過
し
て
い
な
い
時
点
で
の
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
日
付
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
後
、
日
付
に
つ
い

て
、
特
に
非
日
常
の
出
来
事
に
対
し
て
は
凡
帳
面
に
記
載
す
る
よ
う
に
な
る
。
日
付
記
録
へ
の
関
心
が
こ
の
時
に
芽
ば
え
た
背
景
に
は
福
麻
自

の
諦
詠
し
た
元
正
上
皇
と
橘
諸
兄
に
関
す
る
古
詠
の
順
序
が
制
作
の
順
に
合
致
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
古
詠
の
内
容
は
、
家

持
に
京
師
へ
の
思
い
を
か
き
た
て
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
、
以
後
巻
第
十
人
に
輯
録
さ
れ
た
歌
に
は
、
京
師
へ
の
関
心
に
も
と
づ
い
た
も
の
が



多
く
な
り
、
巻
第
十
七
と
の
差
違
を
作
り
だ
し
て
い
る
。

作
歌
頻
度
を
尺
度
に
し
て
歌
群
を
捉
え
な
お
し
て
み
る
と
、
巻
第
十
七
・
十
人
で
は
、
高
い
頻
度
で
制
作
が
行
わ
れ
た
箇
所
で
、
注
記
に
よ
っ

て
歌
群
を
際
だ
た
せ
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
巻
第
十
九
に
お
い
て
は
、
歌
巻
成
立
に
さ
き
だ
っ
て
、
京
師
に
い
る
母
（
姑
）

坂
上
郎
女
や
妹
の
留
女
宛
に
越
中
の
様
子
を
伝
え
る
歌
稿
を
整
理
し
て
贈
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ
に
旺
盛
な
作
歌
活
動

の
あ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
部
分
で
は
、
巻
第
十
七
・
十
八
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
内
容
上
関
連
す
る
作
品
同
士

を
注
記
の
し
か
た
に
よ
っ
て
視
覚
的
に
ま
と
め
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
ま
た
、
巻
第
十
九
の
特
徴
と
し
て
、
寡
作
期
に
入
つ

た
と
み
ら
れ
る
中
間
部
に
、
歌
群
形
成
に
意
欲
的
な
編
纂
上
の
工
夫
の
あ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
は
後
部
に
帰
京
後
の
作
を
輯
録
す
る
こ
と
と

関
係
し
、
越
中
と
京
師
と
を
対
比
さ
せ
る
一
巻
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
巻
第
十
七
・
十
八
の
共
通
性
に
対
し
、
巻
第
十
九
の
異
質
性
が
際
だ
つ
結
果
と
な
っ
た
が
、
巻
第
十
七
に
み
ら
れ
る
題
詞
・
左
注
の

書
式
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
歌
群
を
構
成
す
る
手
法
は
巻
第
十
九
に
も
部
分
的
に
は
見
ら
れ
、
日
付
へ
の
関
心
の
も
ち
方
は
巻
第
十
八

以
後
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。
各
巻
を
特
徴
守
つ
け
る
歌
群
形
成
の
方
法
は
、
巻
第
十
七
で
は
池
主
と
の
文
学
上
の
交
流
や
管
内
の
巡
察
、
巻
第
十

八
で
は
福
麻
呂
の
来
越
、
巻
第
十
九
で
は
妻
坂
上
大
嬢
の
越
中
下
向
に
連
動
し
た
、
姑
坂
上
郎
女
や
留
女
と
い
う
京
師
の
家
族
に
か
か
わ
る
出

来
事

1
1、
そ
の
よ
う
な
、
そ
の
時
々
の
家
持
に
と
っ
て
の
記
念
す
べ
き
出
来
事
に
左
右
さ
れ
て
い
る
面
が
大
き
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の

出
来
事
に
濃
淡
を
付
け
て
記
録
し
よ
う
と
す
る
営
み
の
中
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
獲
得
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

注
（
1
）
芳
賀
紀
雄
「
寓
葉
五
賦
の
形
成
」
『
高
葉
集
に
お
け
る
中
国
文
学
の
受
容
』
塙
書
房
二
O
O
三
、
初
出
一
九
九
六

（2
）
芳
賀
紀
雄
「
家
持
の
桃
李
の
歌
」
注
（
1
）
前
掲
書
所
収
、
初
出
一
九
八
二
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（3
）
武
田
祐
吉
「
『
元
暦
校
本
万
葉
集
」
巻
第
十
七
の
一
考
察
」
『
武
田
祐
吉
著
作
集
」
第
五
巻
、
角
川
書
店
一
九
七
三
、
初
出
一
九
一
一
一
一
一

（4
）
拙
稿
「
家
持
〈
歌
日
記
〉
再
読
」
「
国
文
研
究
」
第
五
十
号
、
二
O
O
五
・
三

（5
）
真
下
厚
「
諸
郡
巡
行
の
歌
」
『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
』
第
八
巻
、
和
泉
書
院
二
O
O
二
参
照
。

（6
）
伊
藤
博
「
高
葉
集
末
四
巻
歌
群
の
原
形
態
」
『
高
葉
集
の
構
造
と
成
立
』
下
、
塙
書
房
一
九
七
四
、
初
出
一
九
七
O
。
橋
本
達
雄
『
全
注
巻
第
十
七
』
有

斐
閣
一
九
八
五
な
ど
。

7
）
拙
稿
「
大
伴
家
持
の
歌
群
意
識
」
『
蔦
葉
学
藻
』
塙
書
一
一
一
九
九
六

（8
）
巻
第
十
七
に
お
い
て
、
四
O
二
一
以
下
巻
末
四
O
三
一
ま
で
日
付
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
以
前
で
は
題
詞
・
左
注
の
下
に
小
字
で
日
付
を
示
す

例
が
目
立
つ
。

（9
）
『
全
注
巻
第
十
八
』
に
は
、
二
十
五
日
の
「
前
件
十
五
首
」
に
対
し
て
不
足
す
る
七
首
が
他
な
ら
ぬ
こ
の
古
詠
七
首
で
、
「
廿
五
日
往
二
布
勢
水
海
－
道
中
、

馬
上
口
号
二
首
」
と
「
至
ニ
水
海
－
遊
覧
之
時
、
各
述
レ
懐
作
歌
」
の
あ
い
だ
に
、
四
O
四
五
歌
の
「
御
船
か
も
か
れ
」
と
、
調
詠
歌

a
の
「
御
船
漕
が
む
と

か
ね
て
知
り
せ
ば
」
と
が
響
き
あ
う
形
で
、
七
首
が
こ
の
時
点
で
披
露
さ
れ
た
可
能
性
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

b
と

c
に
お
け
る
制
作
順
と
諦
詠

順
の
顛
倒
に
つ
い
て
は
、
作
者
名
を
示
さ
な
い
C
の
二
首
が
諸
兄
の
立
場
で
詠
ん
だ
諦
詠
者
福
麻
呂
の
詠
で
あ
っ
た
た
め
に
、
披
露
を
後
に
廻
し
た
可
能

性
を
指
摘
し
て
い
る
。
古
詠
七
首
が
現
在
の
位
置
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
は
、
二
十
六
日
の
福
麻
呂
送
別
の
宴
に
お
い
て
再
度
七
首
が
諦
詠
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
当
初
ニ
カ
所
に
記
録
さ
れ
た
同
一
歌
群
は
、
そ
の
ま
ま
編
纂
さ
れ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
の
、
前
の
箇
所
に
伝
来
過
程
で
損
傷
が
生
じ
、

後
の
箇
所
と
の
無
用
な
重
複
と
解
さ
れ
て
平
安
朝
の
補
修
者
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
と
い
う
（
『
釈
注
』
も
同
様
）
。
伊
藤
博
「
消
え
た
歌
七
首
」
（
『
高
葉

歌
林
」
塙
書
房
二
O
O
三
所
収
、
初
出
一
九
九
二
）
に
、
よ
り
詳
細
な
論
証
が
あ
る
。

（
叩
）
唯
一
の
例
外
が
四
四
二
一
四
1
六
の
左
注
の
下
に
存
在
す
る
。
こ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
ま
っ
。

一
案
と
し
て
、
日
付
を
備
忘
的
に
し
る
し
て

あ
っ
た
資
料
を
見
つ
け
て
貼
り
継
い
だ
も
の
か
。



（
日
）
⑤
と
⑪
は
「
伝
競
」
と
記
載
。
「
伝
諦
」
が
宴
席
に
お
い
て
大
勢
の
前
で
披
露
さ
れ
る
の
に
対
し
、
⑤
の
「
伝
読
」
は
少
人
数
の
集
ま
り
で
単
独
に
詠
ま

れ
た
と
み
ら
れ
る
点
で
、
個
人
的
に
聴
取
し
た
③
の
「
伝
聞
」
に
近
い
も
の
と
思
し
い
。
し
か
る
に
、
⑪
は
大
伴
池
主
宅
の
宴
席
で
披
露
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
が
、
家
持
の
詠
は
な
く
、
「
大
原
今
城
」
の
ご
と
く
、
伝
読
者
今
城
の
姓
を
省
略
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
注
記
の
部
分
も
含
め
今
城
自
身
か
ら
の
資
料

を
貼
り
継
い
だ
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
ロ
）
さ
き
に
一
ヶ
月
に
十
首
以
上
、
複
数
月
に
ま
た
が
る
場
合
は
内
容
的
関
連
が
あ
る
こ
と
を
条
件
に
し
た
結
果
、
雨
乞
い
の
歌
と
七
夕
歌
は
対
象
か
ら
漏

れ
た
が
、
上
京
を
前
に
し
た
長
歌
の
多
作
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
こ
れ
ら
も
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
雨
乞
い
の
歌
に
対
し
、
「
賀
ニ
雨
落
一
歌
一
首
」

（
四
一
二
四
）
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
日
付
表
記
に
「
問
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
日
）
橋
本
達
雄
『
王
朝
の
詩
人

大
伴
家
持
』
集
英
社
一
九
八
四

（M
H
）
注
（
6
）
伊
藤
前
掲
論
文

（
日
）
『
全
注
巻
第
十
八
」
は
、
七
月
七
日
の
七
夕
詠
に
つ
い
て
、
聖
武
天
皇
が
退
位
し
た
七
月
二
日
以
降
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
元
さ
れ
た
「
天
平
勝

宝
」
に
あ
ら
た
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
し
、
「
四
O
八
五
以
下
の
歌
群
の
勢
力
範
囲
に
属
し
、
：
・
作
品
と
し
て
一
続
き
で
、
そ
れ
を
都
へ
の
手
土
産
と

し
て
一
括
し
て
運
ん
だ
と
い
う
事
実
に
裏
打
ち
き
れ
、
家
持
に
お
い
て
年
号
改
ま
り
が
実
感
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
う
い
う
形
を
招
い
た
」
と
指
摘

す
る
。

（
日
）
そ
の
背
景
に
は
、
家
持
が
大
帳
使
か
ら
帰
任
す
る
際
に
妻
坂
上
大
嬢
を
越
中
に
伴
い
（
大
越
寛
文
「
坂
上
大
嬢
の
越
中
下
向
」
「
蔦
葉
」
第
七
十
五
号
、

一
九
七
一
・
一
参
照
）
、
以
後
夫
婦
一
緒
の
越
中
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的
充
実
と
安
定
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

（
げ
）
朝
比
奈
英
夫
「
職
名
表
記
か
ら
見
た
蔦
葉
集
｜
末
四
巻
の
場
合

l
」
「
高
葉
」
第
百
三
十
三
号
、

一
九
八
九
・
九

（
凶
）
伊
藤
博
「
家
持
越
中
歌
群
三
十
二
首
」
注
（
9
）
前
掲
『
高
葉
歌
林
」
所
収
、
初
出
二
0
0
0

（
四
）
伊
藤
博
「
天
平
ひ
と
つ
の
文
化
」
『
高
業
集
の
歌
群
と
配
列
』
下
、
塙
書
房
一
九
九
二
、
初
出
一
九
九
O
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（
却
）
注
（
凶
）
前
掲
論
文

（
幻
）
注
（
7
）
前
掲
拙
稿

（
幻
）
本
稿
の
筆
者
は
、
帰
京
後
の
歌
群
の
内
部
に
お
い
て
さ
ら
に
四
二
六
九
1
七
二
の
謄
宴
歌
を
家
持
の
作
歌
活
動
の
劃
期
点
と
捉
え
、
歌
群
の
切
れ
目
と

し
て
四
二
六
人
か
ら
対
人
関
係
を
重
視
し
た
展
開
に
替
わ
る
と
考
え
て
い
る
（
拙
稿
「
高
葉
集
末
四
巻
の
日
付
」
『
国
語
国
文
学
藻
」
和
泉
書
院
一
九
九
九

な
ど
参
照
）
。


